
会員の皆様ご健勝のことと存

じます。飯豊会会報２２号の発

行が出来たことを嬉しく思いま

す。

今年の元日に能登半島大地震

が発生して、突然の激震に新年の祝賀気分が

吹っ飛んで仕舞いました。被害に遭われた方々

にお見舞いを申し上げます。復興支援として、

北陸旅行を３月に行ってきました。能登には交

通事情が悪く入れなかったが、金沢、福井、敦

賀へと足を延ばしてきました。行った先に福井

県の永平寺があり、復興祈願をしてまいりまし

た。永平寺は780年前に道元が開いた曹洞宗の

総本山で、山の斜面に作られていて参拝入り口

から最も高い法堂へ広い廊下と長い階段でつな

がっています。毎日この長い板敷廊下を拭き上

げる修行僧の苦労がしのばれました。長い廊下

の一角の壁に、「履物を揃えるとこころが揃

う。こころが揃うと、履物が揃う」の張り紙が

あった。150人の修行僧への戒めだけではなく

世界の平和につながる言葉だと思う。黙って揃

えてあげたら世界中の人の心も揃うでしょう。

家の玄関も同じです。家族の履物が不揃いに

なっていると次に履くときに困ることもある。

また、玄関の履物が整然と揃っていれば心が

すっきりするものです。お寺には脚下照顧とい

う言葉があって我が身を振り返れという意味で

すが、今回は我が身を振り返る旅となりまし

た。

東京いいで会
会
報

令和６年6月発行

第 22 号

総会あいさつ 東京飯豊会会長 山口 弘二 (中津川)

豊中稲荷神社 獅子舞招聘
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〈
「
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
専
門
職
大
学
」
開
学
〉

電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
専
門
職
大
学
は
、
学
校
法

人
の
赤
門
学
院
が
、
電
気
自

動
車
と
自
動
運
転
に
特
化
し

た
日
本
初
の
高
等
教
育
機
関

と
し
て
、
旧
和
光
電
気
跡
地

に
、
令
和
５
年
４
月
に
開
学

し
た
四
年
制
の
専
門
職
大
学

で
す
。

同
大
学
は
、
第
一
線
で
活

躍
す
る
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
お
よ
び
自
動
運
転
の
研

究
者
、
開
発
者
、
設
計
者
を
世
界
の
自
動
車
関
連
産
業

に
輩
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
初
年
度
と

な
る
令
和
５
年
度
入
学
者
数
は
、
大
学
設
置
認
可
の
遅

れ
も
あ
り
、
定
員
40
に
対
し
て
３
人
の
入
学
と
な
り

ま
し
た
。

入
学
式
で
清
水
学
長
は
式
辞
で
、
「
前
向
き
な
皆
さ

ん
が
入
学
し
た
。
自
動
車
開
発
に
は
、
氷
や
雪
で
車
が

滑
る
こ
と
を
体
感
す
る
こ
と
が
重
要
。
最
先
端
の
分
野

で
、
町
の
気
候
の
下
で
新
し
い
道
を
切
り
開
い
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

〈
め
ざ
み
の
里
ま
つ
り
復
興
祈
願
祭
 開
催
〉

い
い
で
め
ざ
み
の
里
復
興
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
、
令
和

４
年
８
月
の
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
願
い
、
多
彩
な
催

し
が
企
画
さ
れ
、
復
興
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
を
彩
る
多
様
な
催

し
が
、
訪
れ
た
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
特
に
、
山

形
住
み
ま
す
芸
人
「
ソ
ラ
シ

ド
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
飯

豊
町
の
良
い
と
こ
ろ
に
触
れ

な
が
ら
も
、
切
れ
の
あ
る
毒

舌
で
笑
い
を
巻
き
起
こ
し
て

い
ま
し
た
。

暑
さ
和
ら
ぐ
夕
方
か
ら

は
、
西
部
地
区
子
ど
も
会
育
成
会
に
よ
る
花
笠
踊
り
、

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
艶
Ｙ
Ａ
沙
（
え
ん
や
さ
）
に
よ
る
ダ
ン
ス
が

行
わ
れ
、
途
中
、
後
藤
町
長
と
髙
橋
副
町
長
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

祭
り
の
締
め
く
く
り
は
打
ち
上
げ
花
火
。
家
族
や
友

人
と
と
も
に
夜
空
に
咲
い
た
光
の
花
を
見
上
げ
な
が

ら
、
町
の
復
興
を
祈
り
ま
し
た
。

〈
貸
工
場
に
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
の
入
居
が
決
定
〉

東
山
工
業
団
地
内
に
町
が
整
備
し

た
貸
工
場
に
、
筆
記
具
製
造
の
三

菱
鉛
筆
株
式
会
社
の
入
居
が
内
定

し
ま
し
た
。
川
西
町
に
あ
る
山
形

工
場
の
鉛
筆
製
造
の
一
部
が
移
転

さ
れ
、
令
和
６
年
度
中
の
稼
働
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

貸
工
場
は
令
和
２
年
12
月
に
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
利
用

企
業
の
誘
致
を
進
め
て
き
た
結
果
、
三
菱
鉛
筆
株
式
会

社
を
選
定
し
ま
し
た
。
使
用
期
間
は
20

年
で
、
使
用

料
は
年
三
千
四
百
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

三
菱
鉛
筆
は
、
子
会
社
を
含
め
、
川
西
町
に
鉛
筆
、

ボ
ー
ル
ペ
ン
製
造
の
３
拠
点
が
あ
り
ま
す
。
移
転
対
象

は
Ｊ
Ｒ
羽
前
小
松
駅
近
く
の
直
営
工
場
で
、
旗
艦
ブ
ラ

ン
ド
の
鉛
筆
と
色
鉛
筆
の
一
部
を
除
き
、
飯
豊
に
生
産

機
能
が
移
り
、
従
業
員
約
50
人
が
配
置
転
換
と
な
る

予
定
で
す
。

〈
義
務
教
育
学
校

 
 
 
 

「
い
い
で
の
森
学
園
」
開
校
し
ま
す
〉

町
内
の
全
て
の
小
・
中
学
校
を
統
合
し
、
令
和
８
年

４
月
に
新
し
く
義
務
教
育
学
校
が
開
校
し
ま
す
。
こ
の

度
、
新
し
い
学
校
の
校
名
が
「
い
い
で
の
森
学
園
」
に

決
定
し
ま
し
た
。

町
は
令
和
５
年
７
月
か
ら
８
月
に
校
名
を
公
募
し
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
校
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
準
備

委
員
会
で
絞
り
込
み
、
教
育
委
員
会
と
総
合
教
育
会
議

で
内
定
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
い
で
の
森
学
園
」
の
校
名
は
▽
飯
豊
町
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
持
っ
て
ほ
し
い
▽
木
々
と
多

様
な
植
物
が
あ
る
森
の
よ

う
に
一
人
一
人
の
個
性
を

生
か
し
た
学
校
を
つ
く
り

た
い
―
な
ど
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
務

教
育
学
校
は
置
賜
初
で
、

町
内
の
４
つ
の
小
学
校
と

飯
豊
中
を
再
編
し
て
９
年

間
の
一
貫
教
育
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
だ
よ
り

Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
飯
豊
町
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私は４人兄妹の３番目で何気な

く過ごす毎日、家の周りには果物

がたくさん植えてあって、熟して

あるものを採ろうとすると木に蛇

がからまっていて怖くて採ること

ができなく生き物が苦手な子供だった。学校へは

畔道を縫うように通い、春は子どもにとっても苗

代や田植えの手伝いが目白押しで、学校も休みに

なりどこの家も家族総出だった。田植えが終わる

と「早苗饗・さなぶり」で朴木の葉に豆とあられ

を包んでみんなで分け合い早苗饗餅のつきたてを

いただき、仕事の終りを感謝して過ごします。お

盆になると家の後ろが墓場なので墓参りに行くが

いつも時間が最後だったので、よその家のお供え

を「べっと」してなと大人から頭病みしない様に

食べて手を合わせて帰りました。秋にはイナゴ採

りをして学校に持って行き用務員の人が茹でてく

れ供出しまた。売上は学校の備品を揃えるのに役

立てます。その頃稲刈りが始まり稲刈りの手伝い

で学校も休みで、稲刈りが終わると「刈っ切り

餅」をついて祝います。ある程度稲が乾くと「は

せ掛け」になり稲上げ作業をします。農家は区切

り区切りに餅をついて五穀豊穣を祝う日常だっ

た。餅が食べきれないと笹の葉に包み夏でも2～3
日ほど日持ちして冷蔵庫のない時代の話です。と

にかく家族や近所の

手伝いがかかせな

かった事でした。

幼き日の思い出   鈴木アイ子    中津川

  随    想 

四方山話     渡部正一   添川

元旦に発生した能登半島地震では

多くの方が亡くなり被災された方も

数多く今尚問題が山積みで有ること

忸怩たる思いです。

地震が発生した16：06頃私は会社で仕事をして

いました。暫くして緊急地震速報がテレビから流

れ、警戒音を聞いて２０１１年の東日本大震災を

思い浮かべたのは私だけでは無かったと思いま

す。直ぐに黒沢に住んでいる妹に地震の影響はな

いかと連絡を取り「少し揺れは有ったけどそれ以

外は一切被害は無い」との返事に一安心しまし

た。

妹と四方山話をしていて急に昭和３９年の新潟

地震を思い起こしました。新潟地震が発生したそ

の時、私は父の仕事仲間達と新潟市内のデパート

にいました。幼い私でしたが真っ暗なデパートの

中を店員さんの適切な誘導で無事に非難出来た事

を鮮明に覚えています。しかしそれ以外新潟での

記憶を呼び起す事が出来ません。帰宅して窓ガラ

スが割れ、自宅前の道路がひび割れしていたのも

忘れる事が出来ません。高校生までいた飯豊町

は、大きな災害も起こらず改めて良い故郷だなと

妹としみじみと話をしました。冬は少し辛いです

が仕事をリタイ

アしたらUター

ンしたいなと思

い続ける今日こ

の頃です。

飯豊中学校が建設中で西部中学校

で卒業しましたがそれでも、飯豊中

学校第1回目の卒業生です。仕事で

親父と中津川の近くまで朝早くから

自転車で行き炭焼きをしてました。その頃は仕事

がなく遠いところまで行かないと原木がないため

苦労しました。

東京に出てきて京王に32年勤務して26年前から

今日まで東京で個人タクシーをやっていますが、

炭焼きから比べると今の仕事が楽しいです。26年

の経験から東京どこへでも自信を持ってお客様を

お送りできます。昨年10月29日の芋煮会は場所も

多摩川の河原で見晴らしもよく絶好の場所で役員

さんも大変だったと思いますが、飯豊町から車で

持参して下さった芋や米沢

牛そのほかの材料を使って

の芋煮もどぶろくも大変美

味しかった。町長さんはじ

めの職員さんも来て頂き、

秋の一日大成功でした。

炭焼きと飯豊の芋煮会  本間 元     高峰

代搔き作業…

いつもの道を安全に!
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    第62回 東 京 飯 豊 会 総 会・懇 親 会

第６２回東京飯豊会総会及び懇親会が２０２３年７月３０日(日)、アートホテル日暮里ラングウッドで

飯豊町より町長始め町関係者、友好団体の出席を頂き、会員の方々の出席を含めて約１６５名と盛大

に行なわれる。６０周年記念事業として豊中稲荷神社獅子舞を招聘して、小川副会長の司会進行で始ま

り山口会長よりコロナで３年間開催出来なかったこと、観光の水没林の春だけでなく通年楽しめる様に

川の狭い八幡下に堰きを!、続いて故郷訪問バスツアーなどの話がありました。町長より、昨年の災害

支援金お礼につづき皆様の町に対する情熱に答えられる様、復興元年として力を入れて参ります。更に

町を資源やEVの町として、デンソー山形二期工事も順調に…。遂行され移住を促進しております。２部

は懇親会に皆さんお待ちかね獅子舞の披露で盛り上がり、例年行われるお楽しみ抽選会で「当たった」

で笑顔が…、最後に「ふるさと」を合唱し楽しい一日の締めとなりました。(記 深瀬忠次)

受付・入場待つだけです～!!

渡部会計部長

朝礼・進行手順確認…みんな頑張りましょう

受付・手順確認

事務局次長
会長挨拶・会員の皆様

  久しぶりだな!!

司
会
進
行

小
川
会
長
代
行

会員の皆様!!
  会えるのを

楽しみに来ました

来
賓
紹
介

 
 

事
務
局
長

会務報告・竹田幹事長
会
計
監
査
報
告

・
山
口
副
会
長

町
長
挨
拶

閉会の言葉

   ・新野副会長

会場いっぱい盛況の成り行きが…

開会宣言

会計報告
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東京飯豊会６０周年式典で「豊中稲

荷神社」獅子舞を披露、豊中稲荷神社

は飯豊町大字中・新田地区にあり、今

からおよそ二百年前の江戸末期、菅野

家当主（現戸主 誠一）が五穀豊穣・

家内安全を願い守神を模索していました。そんな

折、「京都伏見稲荷神社」のご利益があると聞き、

早速京都に出向き御神体の分身を懇願しました。

「京都伏見稲荷神社」ではその願いを聞きとどけ

「正一位稲荷大明神」の称号と御神体を授けられま

した。帰るなり早速本殿を築き「豊中稲荷神社」と

命名し、五穀豊穣・家内安全等を祈願したところ、

その後は大きな冷災害に見舞われることが少なく

なったと言われております。この事が地区民の信仰

となり、若衆による獅子舞が行われるようになりま

した。獅子舞は７月第２土曜日に行われ新田地区各

戸をまわり家内安全・五穀豊穣を祈願します。本神

社は地区民の安住を見守ると共に、参拝者皆様へも

多くのご利益を授け続けております。

この度、東京飯豊会６０周年記念行事に豊中稲荷

神社の獅子舞を披露できたことは私たち地区民に

とって喜ばしく、また当日は数十年ぶりに懐かしい

人にも会えるなど一生の思い出となりました。ぜ

ひ、飯豊に帰郷された際は獅子舞を見にお立ち寄り

下さい。

獅子舞を披露    竹田秀辰 (豊中稲荷神社若連中)

第２部! 懇親会

獅子舞始まるよ!

司会進行・渡部会計部長

皆さんカメラ用意して シャツターチャンスです
場内乱舞い

会長賞の授与
町長賞目録授与で談笑する

会長賞抽選

    ・待ってました！

お楽しみ抽選会

直
売
店
で
買
い
物
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コロナ禍に拒まれ4年ぶりの飯豊会

総会、結成60周年記念事業として飯豊

町の郷土祭り、中地区・豊中稲荷神社

の獅子舞いを招聘しての記念総会にな

りました。獅子舞は幼少の頃からでお祭りが楽しみ

の一つでもありました。

遠くふる里を離れ今の地に落ち着き、幼少期の体

験が出来る、懐かしくこの上ない幸せに感じるもの

があります。幼友達に逢える懐かしい方言でのお喋

り、あの頃が甦る気持ちにさせてくれた今回の獅子

舞いです。事前準備や用意するのも大変な労力で

す。でもこれらに答えてくれる一般会員の方の気持

ちが有り難い、若い頃のようにはいきませんが、せ

めて皆さんが“参加して楽しかった、来年も足を運

んでみんなに会いたい”こんな想いを持ち続けて頂

きたい、役員・世話役の方の苦労は計り知れないも

のがありますが、多くの方のふる里への想いを持っ

て応援してくださる事で長く続くものと思います。

またこの度、中獅子蓮の皆さんをお招きするにあ

たって尽力頂いた町、政策室長の渡辺さん、獅子蓮

代表の竹田さん、社主の菅野さん他獅子蓮のみなさ

んに感謝申し上げます。本当にありがとうございま

した。

６０周年記念総会への想い    渡部志郎    中

ふるさとの合唱 はじめるよ ♪♪…

めざみの里・直売も楽しみの一つ

万
歳
三
唱

上
 
下

♪飯豊会ふるさと合唱隊♪

イベントの招聘、お楽しみ抽選会、故郷物産直売会など

会員の皆様に楽しんでもらえるように考えています。な

お、ご意見など御座いましたら、お近くの役員までお寄

せください。     よくござったな～し!!

若
連
中
と
獅
子
頭

♪後に続いてみんなで参加♬
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椿地区の皆さん 萩生地区の皆さん

中津川地区の皆さん

小白川地区の皆さん

黒沢地区の皆さん

手ノ子・高峰地区の皆さん

添川地区の皆さん

中 地 区 の 皆 さ ん

花笠Gの皆さん

各地区の皆さん…次回もこの笑顔が見たいです
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祝 大芋煮会の開催!!

第6回、東京飯豊会・飯豊町共催大芋煮会が２０２３年１０月２９日(日)、秋川橋河川

公園バーベキューランドで開催された。天候にも恵まれ、町より町長始め総務部方、会

員の皆様、JAおきたま、東京川西会、その他の友好団体等を含め約90名の方々に参加し

て頂きました。待ちに待った5年ぶりの開催となり芋煮に舌鼓を…、最高!待っていた…

の声、早くから準備された方々ご苦労さまでした。 (記 中善寺良幸)

楽しかった芋煮会     中村美寿      添川

町から贈られた旗の掲示

受付テーブル準備
拝島駅・五日市線へ乗り換え 会場へ荷物の搬入・前泊者達

受付・時間とともに列が長く…

令和5年10月29日(日)コロナも下火

になり5年ぶりの芋煮会。良い天気で

したが池袋はあいにくの小雨、新宿

発8時37分のホリデー5号に乗り西立

川駅乗り換え秋川渓谷へ、10時過ぎ

にはすっかり雨も上がり素晴らしい天気になりまし

た。もう渓谷には何組かの家族連れがテントを張り

楽しい様子が見られた。

あんなに大きい鍋で何十人分の芋煮を作るのは大

変ですが役場の方や役員の皆様が手際よく作って頂

いたおかげで、とても美味しい芋煮を頂きました。

やっぱり腕と山形の良き素材だと思っています。沢

山の酒や庄内柿、新米の雪若丸、栗のおにぎり等い

ただききふるさとの味を十分満喫しました。又、初

めて会った隣の島田さんに声を掛けて頂きとても嬉

しかったです。

前泊で準備して頂いた役員の皆様、町長はじめ役場

の皆様楽しい一日を本当に有り難うございました。

め
ざ
み
の
里
よ
り

柿
の
差
し
入
れ

 
 

配
る
事
務
局
長

準備万端

必要品の確認

朝礼・手順確認
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幹事長:開会宣言小川会長代行:司会

「これ、うまっ！」お椀に山盛り

玉こんにゃくの湯気がホカホカ。

「アツっ！アツっ！」スルメの風味

が濃くって最高に美味しかったで

す。昨年秋の秋川河川敷での芋煮会

にお誘いを頂き、山形にはゆかりの無い者ばかり７

名で参加させて頂きましたが温かく迎え入れて頂き

まして感謝申し上げます。芋煮会は何度か参加させ

て頂きましたが、山形牛のお出汁の芋煮は本当に美

味しいですね。

そんな飯豊町に行ってみたくて、もう数年前にな

りますがフラワー長井線に乗って遊びに行ったこと

があります。初夏の頃、仕事をサボって一人旅で

す。どんでん平の百合祭のオープンを数日後に控え

た時期で、百合も三分咲き、空も青く水田がどこま

でも広い爽快な眺めでした。のどかな畦道を歩いて

いるだけでも心が洗われる開放感でした。仕事をサ

ボって来ているのでなおさらです（笑）

宿泊したスロービレッジはものすごくオシャレ

で！田んぼの中にこんな最新デザイナーズホテル⁈

と失礼ながらびっくりいたしました。そういえば隣

の天文台を見せて頂いた後に蛍にも出会えたんで

す。感激でした！

どんでん平は桜の時期も素敵でしょうね！桜と白

川湖の水没林の季節にも訪れてみたいと思っており

ます。また芋煮会にも誘って下さいね！

すっかり飯豊会のファンです!   中島あかね

事務局長!!
ゲスト紹介

思い出話をしながら!! 芋の煮えるのを待つている 

町長挨拶

会長挨拶:天気も良く

芋煮会日和です!!

長
距
離
移
動
お
疲
れ
様
で
す
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芋煮会に参加して   南部弓恵

２０２３年１０月２９日芋煮会 初め

て秋川を訪れたのは２０１６年、もう７

年前になるなんて驚いております。それ

から続けて参加させていただいておりま

したが、ある年は悪天候で中止に、近

年は未曾有のコロナ禍に入り開催自体が難しくここ

数年は以前の芋煮会を思い出しながら寂しく秋を過

ごしておりました。そしてついに今年は待ち望んで

いた大芋煮会の再開！お知らせを伺った時は絶対行

きたい！とお返事し、体調万全にして当日を迎えま

した。

当日の天気は良好、絶好の芋煮日和、駅を降り会

場へ向かう道中でより一層芋煮会への熱気が高まっ

てきました。待ちに待った開会！芋煮、玉蒟蒻の香

り、お酒を飲んでワイワイ、全てが揃って本当に最

高の気分です。みなさん変わらず芋煮会を目一杯楽

しんでいて、それを見ているだけでもお腹いっぱい

になりましたが、たくさんのグループの芋煮を味見

させていただいたおかげで、本当にお腹いっぱい胸

いっぱいでした。改めてたくさんの方々がこの芋煮

会を大切に思っていることが感じられ、そして皆様

のお力のおかげで毎回

とても楽しい会になっ

ているのだなと思いま

した。ありがとうござ

います。また来年も楽

しみです。

５年ぶりの芋煮会、友人親子に誘っ

ていただき３回目の参加。友人達とコ

ロナ前に春夏秋とイベントごとにご一

緒していた。会場の駅に降り立った瞬

間からコロナの間会えていなかった方

の顔が見え心が躍りました。面々が集まるごとに覚

えてる？もちろん！今どうしてるの？など話があっ

ちゃ、こっちゃに飛び交っていました。寂しい知ら

せもあったけれど、変わらない温かさを感じながら

過ごす時間でした。会えなかった分みんな歳を取

り、今まではお酒が足りない位だったのが、お酒が

余ると云うびっくり事件もありました。でも、何よ

りもみんなに会えたことが嬉しかったです。

変わらずに行ってくれる芋煮会は、何度か参加させ

てもらったことで飯豊町の人でもないのに、懐かし

い顔ぶれ！こうだった！こんなのあったっけ？！と

言い合えるほっとする温かさを感じられる会でした。

次回も楽しみにしてます。いつも大遠征し素敵な

会を準備していただきありがとうございます♪

芋煮会に参加して  桜井華乃

昨年10月、町と東京飯豊会共催によ

る大芋煮会に初めて参加させて頂きま

した。会には遠路町長さん始め、議員

の皆さん、役場や農協の幹部の皆さん

等が駆けつけられ、会を大いに盛り上

げて下さりまた、この日の為に多くの方々が時間を

割き、準備して下さいました。その労苦に心から感

謝申し上げたいと思います。

参加者の皆さんは殆ど面識のない方々ばかりでし

たが、話をするとすぐ打ち解け、故郷や学校時代の

思い出などを語り合い、久々に楽しい１日を過ごさ

せて頂きました。芋煮はさすがに美味しく、まだま

だお代わりが出来たはずなのに、つい話に夢中にな

り箸が疎かになってしまったことだけが悔やまれま

す。 2月上旬、1人で再度会場となった秋川渓谷を

訪ねてみました。10月とは打って変わって、河原に

は人影もなく静寂さに包まれておりました。水は故

郷の川のように清く、その上を大きな白鷺が数羽、

悠々と舞っているのが印象的でした。暫し佇んだ

後、「今年も芋煮会があれば是非参加したいもの

だ。」と思いながら渓谷を後にしました。

「大芋煮会」に感謝  井上与一   中津川

町
の
話
に
花
が
咲
き

 
 

箸
が
止
ま
り
ま
し
た

確
か
な
食
材
を
投
入
し
て
 
   

 
 

 
 
 

 
 
 

 

お
り
ま
す
・
・
・

味
の
わ
か
る
あ
な
た
へ

そぉおらー

食っとごえ 箸が止

まったが!!

ベルト緩めで

もう一杯 おだじして…
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期日:2024年10月27日(日)、午前１１時～午後２時

場所:秋川橋河川公園バーベキューランド

・所 在 地:あきる野市留原831 TEL042-596-5122
・最寄り駅:JR五日市線 武蔵五日市駅 下車徒歩8分
共催:飯豊町

東京飯豊会 大芋煮会開催予定‼

秋川

階段

JR武蔵五日市駅

決定しだい…改めて,年会費納入者及び総会出席者にお知らせいたします

2023年度 年会費納入者御芳名2023年(令和 ５年）

★広報部からのお願い

次号に向け、会員の皆様!!! 特集コーナー『楽・健・長』の趣味、生きがい等、旅行の思い出や地域で

の活動内容、趣味や文化活動など身近な出来事を寄稿文やお写真で残してみませんか!!!

又優勝しました! 勲章もらいました! 新聞、雑誌、TVに出ました等トピック情報を自薦他薦何でも構いま

せん、どしどし気軽にご応募ください。 あなたの寄稿されたものが製本となりあなたの手に！

*原稿は400～500字程度 ・顔写真(出来るだけ大きいもの) ・原稿関連の写真等も添付して下さい。

甚だ勝手では御座いますが紙面の都合により加筆・修正や次号への掲載等もございます。ご了承を頂き

たいと思います。

・お寄せ先はお近くの地区役員又は下記広報部宛までお寄せ下さい、お待ちしております。   

*広報部長 伊藤 茂 (送り先及び問合せ先)

  書簡: 〒252-0211 神奈川県相模原市中央区宮下本町２－７－１２

  TEL&FAX:042-754-3996     Mail : ｉｔｏｓｉｇｅｒｕ５＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ

[黒沢] *井上和雄 鈴木美佐子 梅津勝美 岡山悦子 菅野由佳 小林 秀 佐藤善吉 篠原優子

13 *舘石芳美 中根友利子 手塚忠行 手塚照代 峯村広義

[小白川] *佐原利博 ⋆池田おさだ 川添美代子 飯田孝子 石森浩子 佐原政晴 佐原芳弘 塩田信子

16 *佐藤包子 千葉マサヨ 土屋ゆき子 高橋八郎 瀧口重雄 田辺 淳 田邊俊彦 二瓶武司

[添川 *新野孝司 荒木ふじ子 遠藤悠紀子 安部房夫 安部正良 伊藤憲子 宇田京子 梅津 隆

松原} *中村美寿 佐藤よね子 奥澤とし子 遠藤一夫 小関こう 勝見俊秀 小関寿枝 斉藤 勝

34 *深瀬忠次 高橋はま子 近藤はるゑ 清水和子 庄子良子 田辺壽造 田辺文夫 那須榮寿

那須優則 新野善行 二瓶秀明 二瓶文夫 早野礼子 深澤好子 古瀬寛治 堀越正憲

*森 博子 渡部正一

[高峰] *今村ひろ子 沖田みゑ子 伊藤正光 小川藤吉 川口茂雄 本間 元 本間昭二 本橋いき

8

[ 椿 ] *小川悦男 *志田義雄 青木静枝 安部貞夫 井上博司 遠藤 忍 大冨真吾 大富 博

13 *志田幸次 岡 文子 刑部英子 長沼富雄 鷲頭桂子

[手ノ子] *川合かよ子 池田典子 今原幸子 奥山俊昭 奥山保弘 佐山次夫 長沼 清 舟山繁勝

12 *竹田輝夫 横山ユウ子 室田 武 渡部昭雄

[ 中 ] 篠原五郎次 島貫日出子 青木勝美 新城光子 位下和子 川村 博 菅野清房 菅野義徳

30 島貫正十三 高尾美世子 中村よし子 木村勝夫 嶋貫 浩 嶋貫勝利 鈴木孝造 関 秀昭

藤田八重子 福島ミヨ子 高橋英子 高橋敏美 田所昌子 長岡信司 長岡俊昭 新留静子

*渡部志郎 野原致子 若林敬一 渡部和明 渡部恵司 渡部清三

[中津川] *高橋正孝 *中善寺良幸 小田切和広 伊藤孝義 伊藤敏次 井上禎典 井上与一 織田和弥

13 *山口弘二 *伊藤 茂 大沼みちる 後藤昭輔 斉藤 豊

[萩生] *国分秀高 宇津木秀三 宇津木吉美 浮谷栄子 大山裕子 大家梅子 嘉藤 功 菅 利夫

29 *手塚久雄 海老沢真砂子 組谷のぶ子 菊地 清 木村 清 木村信子 小松 浩 後藤勝英

*山口美恵子 那須キヨ子 長谷部俊美 白幡行夫 清野育朗 関 久三 高橋勝治 高橋清美

田口朋子 冨永信子 森田希世 山口綾子 吉村公子

[協賛] 村田忠一

計168名 ＊印 地区役員

(敬称略・順不同にてご掲載）
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いいで言葉 案内所  ①

平成6年度春の

叙勲が4月29日付

けで公布、瑞宝単

光章の授与する通

知があり5月10日
に防衛省にて勲章

の伝達式、皇居宮

殿にて、天皇陛下

への拝謁を受けることが出来まし

た。私は昭和５４年3月航空自衛隊

に入隊し、航空警戒管制員として

青森県の三沢基地に配属され、昼

夜日本の防空のため警戒監視の任

務を遂行しておりました。また早

期警戒機の搭乗員になり、上空か

ら日本の防空の監視を実施してお

りました。海外での訓練やサミッ

ト、長野オリンピックの開会式で

はスタジアム上空から警戒監視を

して式典が滞りなく終了し安堵し

て基地に帰投した事もありました

忘れもしない東日本大震災では災

害派遣に出動し、自衛隊では地上

と上空両方を経験できました。

夢だった航空機の搭乗員になれ

た事、そして自分が選んだ仕事が

国を守る任務であった事に埃を

持っております。今回の授章は私

一人では成し得ない事でありま

す。妻、子供達、親族、自衛隊の

上司、同僚、後輩、そして友人幼

いころからの同級生、職場の仲間

たち、これら関係者の方々の𠮟咤

激励ご厚情を承ったお陰で３６年

間務められたことが私は幸せ者で

す。改めて感謝し御礼申し上げこ

れからの人生を楽しく過ごして行

きたい、皆様ありがとうございま

した！
↳まだまだ続くよ 次ページ 学校ではしゃいでいた頃 思い出して!

織田和弥さん（中津川）叙勲

トピックス

賞
状
と
勲
章

方      言 標      準

あ 行

1 あぐどでけっとばす かかどでける

2 あぐどついて 悪口言って

3 あさはやっから 早朝から

4 あんばいわり 具合が悪い

5 あんちゃ 自分の兄

6 あんにゃ 他の家の兄さん

7 あねちゃ 自分の姉

8 いもうど 自分の妹

9 いだましいごどな 惜しい(人、物)を亡くした

10 いだましいごど もったいない事

11 うだでごど(うだってこと) うっとうしい事 まとわりつく事

12 うめものねえげどおだちして 旨い物はないが遠慮するな

13 うっしょのえ 後ろの家

14 えどみず 井戸水

15 おどうど 自分の弟

16 おしょうしな 有難う

17 おらえのえは 私の家は

18 おっつあま(おんつあま) おじ

19 おかちゃ 母

20 おがだ 妻

21 おぼごおぶって 子供を背負って

22 おらえさもござっとごえな 私の家にも来て下さい

23 おがったな 大きくなる

24 おだちしてあがっとごやえ お代わりして食べて下さい

か 行

25 かだっぽ 片方

26 かなしがりのくせに、いっちょまえだ まめに動かないのに一人前だ

27 かんます かき回す

28 きしゃからおじる 汽車から降りる

29 きておごやって 来てくださって

30 くっておぐえ 食べていて

31 くたまだ 邪魔だ

32 けんなり(けなりがる) うらやましい

33 ごしゃがれる 𠮟られる

34 ごしゃいでばっがり 怒ってばかり

35 ござっとごえ いらっしゃい

36 こわい 疲れる

さ 行

37 さどくて すばしっこい

38 さなぶり 田植の終り

39 じんだもち 枝豆の餅

40 じんだふる くやしがる

41 しょってけろ 背負って下さい

42 しょうしいごと 恥ずかしい事

43 しゃいこ(しゃえっこ) 手出しするな 邪魔する

44 じっこ 小便

45 じっぎにくる 直ぐに来る

46 せまいどごさえねでそっちゃえげ 狭いところに居ないで向こうに行け

47 そげなごど そう言う事

48 そこにいるとくたまだ そこに居ると邪魔だ
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事務局よりお知らせ!!!
会員の皆様より広く人材を募集してお

ります。やってみたい方はお気軽に役員

事務局へお気軽にお声かけてください。

連絡先・事務局直通

電話 090-6503-1150

〈役員会の様子〉いいで言葉 案内所  ②

発送作業 数の確認中

↳まだまだあると思うが６０年経つと思い出せない

尚、地区によって多少異なる所も有ります

議題の討議に熱が…

リモート会議で内容共有

た 行

49 たがぐ 手に持つ

50 たはえもないこどいう 妄想を云う

51 ちみでいごど 冷たい事

52 つさあらう 顔を洗う

53 でほだれかいて 噓をつく

54 てんぽつく 噓をつく

55 どっぺしてけろ 栓をする

56 とっける 取り替える

57 どさいぐな？ どこえ行くの？

な 行

58 なじょでやった どうですか

59 なっしょ 苗代

60 なにそんぴんつかすべ 噓ばかり言って

61 なんじょでやった？ 具合はどうですか？

62 にどえも ジャガイモ

63 ねぶかぎ 居眠り

64 ねほだれつかす 馬鹿なことを言う

65 ねまる 座る

66 なにつかす 何を言うか

67 なづきのてのごえ 額の手拭い

は 行

68 ばっこ 大便

69 はばげる むせる

70 ぶちょうほう 失礼

71 ひじゃかぶ ひざがしら

72 ほだごで そうです

73 ほだほだ そうだそうだ

ま 行

74 まっちぇろ 待っていて

75 まちっぽい 眩しい

76 まんま ご飯

77 むかさり 花嫁

78 めんごい 可愛い

や 行

79 やがましい うるさい

80 やんだーごど いやだな

81 ゆんべごっぞぅになっておしょうしな ゆうべご馳走になって有り難う

わ 行

82 わっさ いたずら

83 わらしども 子供たち

84 んだんだ そうだそうだ

85 んでね そうじゃない

事
務
局
長
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会員の皆様へ ２０２５年(令和７年)７月２７日(日曜日) 第６４回総会及び懇親会の予定
来年開催の日時を皆様と約束して楽しい交流の一日になるよう企画しております。

多数お誘いあわせの上、この会場でお会いする事をお待ちしております。

総会寄附芳名者

(順不同敬称略)

・山口弘二

・伊藤 茂

・高橋正孝

・佐原利博

・国分秀高

芋煮会寄附芳名者

(順不同敬称略)

・山口弘二

・伊藤 茂

・飯豊町町長

・JAやまがた飯豊

寄 附 金

会計監査報告

会 計 報 告

会務・会計・会計監査報告

2023年1月1日～2023年12月31日会 務 報 告

会計監査の結果、帳簿及び証 憑
しょうひょう

と照合したところ適正、かつ正確に処理

されている事を認めます。

２０２４年 ３月 ２３日     会計監査 山口美恵子

川合かよ子

山
口

川
合

2023年1月1日～2023年12月31日（令和 5年）

収 入 の 部 支 出 の 部 (単位： 円）

項    目 金    額 項 目 金    額

前期繰越金          691,479 

第62回 総会関連費       1,056,000 第62回総会関連費        1,256,036 

会員 年会費 （169名）         337,500       芋煮会関連費           413,972    

寄付金          65,000   式典・渉外・慶弔関連費            85,680 

広告掲載料 （16社）          155,000 会報発行・部会活動費           103,197  

芋煮会会費          343,800 通信・発送費            85,784 

町補助金          300,000 事務・諸経費           124,011 

預金利子                   3 イベント獅子蓮関連費           697,205 

次期繰越金           182,897 

   合    計       2,948,782 合 計        2,948,782 

（役員会） (広報部会)

2月 11日 第 1回役員会 2月21日 広報部会

3月 25日 第 2回役員会 3月 Tel、Faxでリモート活動

4月 15日 第 3回役員会 4月25日 広報部会

5月 13日 第 4回役員会 5月20日 広報部会

6月 10日 第 5回役員会 6月20日 広報部会

7月 16日 第 6回役員会 8月19日 広報部会

8月 19日 第 7回役員会 10月17日 広報部会

9月 16日 第 8回役員会 (組織部)

10月 14日 第 9回役員会 12月 会員名簿改訂メンテナンス作業

11月 18日 第10回役員会 年会費納入者・過去１５年間調査

12月 9日 第11回役員会 （友好団体との交流）

(事務局) 5月 21日東京川西会

Zoom会議or役場 5月 27日小国郷人会

3月 28日 総会打ち合わせ会議 6月 25日ふるさと長井会

7月 10日 総会打ち合わせ会議 9月 29日東京南陽会

10月 16日 芋煮会打ち合わせ会議 11月 25日首都圏白鷹会      
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東 京 飯 豊 会 役 職 名 簿

2024年度 2024.4.13 改

※
退
任
役
員
…
★
は
同
時
に
会
も
退
会

 
 

◎
高
橋
正
孝
・
顧
問

◎
井
上
和
雄
・
事
務
局
長

◎
峯
岸
浩
夫
・
広
報
部

 
 

★
織
田
英
昭
・
顧
問

★
竹
田
輝
夫
・
幹
事
長

★
吉
田
キ
ヌ
ヨ
・
幹
事

★
長
岡
正
市
・
幹
事

 
 

 
 

 
 

東
京
飯
豊
会
役
員
と
し
て
長
き
に
渡
り
ご
活
躍
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※印 既出

役   職 氏  名 職 務 補 足 電 話 番 号 出身地

1 名誉会長 後藤 幸平 (飯豊町長)

2 名誉顧問 菅野富士雄 (飯豊町議会議長)

3 顧    問 手塚  久雄 048-728-6406 萩  生

4 顧    問 川合かよ子 03-3785-4831 手ノ子

5 会  長 山口 弘二 042-994-1305 中津川

6 会長代行副会長 小川 悦男 企画担当部長 042-421-7824 椿

7 副 会 長 国分 秀高 事務局担当 03-3411-1225 萩 生

8 副 会 長 佐藤 包子 企画部担当 03-3936-5060 小白川

9 副 会 長 佐原 利博 幹事長兼務 090-7008-2413 小白川

10 副 会 長 新野 孝司 045-481-4554 添 川

11 副 会 長 志田 義雄 会計部長兼務 049-244-3940 椿

12 副 会 長 渡部 志郎 事務局長兼務 049-284-6737 中

13 副 会 長 山口美恵子 事務局担当 070-3882-1004 萩 生

14 副 会 長 中村 美寿 企画部長 03-3982-0901 添 川

15 副 会 長 深瀬 忠次 組織部長兼務 03-3472-5289 添 川

16 副 会 長 伊藤 茂 広報部長 042-754-3996 中津川

※ 幹 事 長 佐原 利博 副会長兼務 090-7008-2413 小白川

17 副幹事長 志田 幸次 042-644-1847 椿

※ 企画部長 中村 美寿 副会長兼務 03-3982-0901 添 川

18 企画副部長 佐原 照子 090-8460-0939 高 峰

※ 事務局長 渡部 志郎 副会長兼務 049-284-6737 中

19 事務局次長 舘石 芳美 090-6661-4901 黒 沢

※ 事務局次長 深瀬 忠次 組織部長兼務 03-3472-5289 添 川

※ 事務局 山口美恵子 資料保管担当・副会長兼務 070-3882-1004 萩 生

※ 会計部長 志田 義雄 副会長兼務 049-244-3940 椿

20 会 計 部 今村ひろ子 0297-83-5124 高 峯

※ 広報部長 伊藤 茂 副会長兼務 042-754-3996 中津川

21 広報副部長 中善寺良幸 090-3219-5141 中津川

※ 広 報 部 深瀬 忠次 組織部長、事務局次長兼務 03-3472-5289 添 川

※ 組織部長 深瀬 忠次 添川地区責任者 03-3472-5289 添 川

※ 組 織 部 国分 秀高 萩生地区責任者 03-3411-1225 萩 生

※ 組 織 部 佐原 照子 手の子・高峰地区責任者 090-8460-0939 高 峰

※ 組 織 部 中善寺良幸 中津川地区責任者 090-3219-5141 中津川

※ 組 織 部 小川 悦男 椿地区責任者 042-421-7824 椿

※ 組 織 部 佐原 利博 小白川地区責任者 090-7008-2413 小白川

※ 組 織 部 渡部 志郎 中地区責任者 049-284-6737 中

※ 組 織 部 舘石 芳美 黒沢地区責任者 090-6661-4901 黒 沢

※ 会計監査 新野 孝司 副会長兼務 045-481-4554 添 川

※ 会計監査 山口美恵子 副会長兼務 070-3882-1004 萩 生

22 幹  事 池田おさだ 03-3620-7128 小白川



16

東 京 飯 豊 会 会 則

第  1 条 名   称 本会は東京飯豊会と称する。

第  2 条 目   的 本会は会員の親睦と故郷との交流等に関する事業を行い、これらを通じて互助共栄を図る

ことを目的とする。

第  3 条 会員資格 本会は山形県飯豊町出身者で東京および東京近県内に居住する者、飯豊町を愛する者で

役員の推薦を受け役員会で承認された者、及び町長ならびに町議会議長を会員とする。

第  4 条 会   費 会員は会の維持費として、一家族あたり年間 2,000円の会費を納入するものとする。

ただし、町長ならびに町議会議長は会費は免除する。

運営費は会費、事業収入（含広告収入）寄付金およびその他の収入をもってこれに充てる。

第  5 条 役   員 本会は下記の役員をおく。

会長 1名 会長代行 1名 副会長 若干名 幹事長 1名 副幹事長 若干名 事務局長 1名

事務局次長 若干名  企画部長 1名  組織部長 1名  広報部長 1名  会計部長 1名

広報副部長 若干名  会計 若干名  会計監査 2名  幹事 若干名

第  6 条 役員選出 会長の選出は役員会が行いその他の役員は会長が任命する。役員の任期は2年とし再任

を妨げない。役員は任期終了後でも後任者の就任までその任にあたるものとする。

第  7 条 役員の任務 1.会長は本会を代表して会務を総括する。 会長代行は会長を代行し、 副会長は会長を補佐する。

2.幹事長は会長の指示により役員会を招集し、会務を役員会に諮り実務を具体化する。

  副幹事長は幹事長を補佐する。以下の役員および幹事は実務を担当する。

3.事務局長は立案された会務を幹事長と協力し、事務全般を行う。

4.企画部長は事業を行うための企画を立案し役員会に諮る。

5.組織部長は会員の維持拡充を行うための企画を立案し役員会に諮る。

6.広報部長は広報に関し広報活動の充実に向けて企画を立案し役員会に諮る。

会報の発行、事業の広報に関する実務を総括する。広報副部長は広報部長を補佐する。

7.会計部長は会費の徴収、所轄部署提案に基ずき予算案の取り纏め事業費の収支を行う。

並びに財務等の実務を総括、会計報告を役員会に報告、決算報告を総会において行う。

8.会計監査は会計および財務について監査し役員会および総会に報告する。

第  8 条 特別役員 本会に名誉会長、最高顧問、名誉顧問、顧問、相談役を置く。

名誉会長は飯豊町長、名誉顧問は町議会議長として置く。そして最高顧問、顧問、相談役は

役員会の議決を得て会長が委嘱する。

第  9 条 総   会 本会の総会は年1回開き、会計、人事、事業等運営に関する事項を報告する。

第 10  条 会計年度 本会の会計年度は1月1日～12月31日までとする。

第 11  条 会 運  営 本会の運営は会の目的遂行の為の事案を八役会、会長招集役員会にて協議し決定する。

また1年に1回会報を発行する。

第 12  条 八 役  会 本会の運営は八役会にて立案し、役員会において決定することが出来る。

八役会は会長、会長代行、副会長、幹事長、事務局長、企画部長、組織部長、

広報部長、会計部長 にて構成する。

第 13  条 顕彰・慶弔 本会のために多大な貢献が認められる会員個人、団体を顕彰、見舞い、慶弔する。

第 14  条 禁止行為 本会組織を利用して宗教、政治、個人営利目的の活動を禁止する。また本会の目的主旨に

反する行為を禁止する。これに反する者は退会させることが出来る。

第 15  条 届   出 会員は住所、氏名を本会事務局に通知する事を義務とし、変更時は遅滞無く通知するものとする。

第 16  条 委   任 規約に定めない事項および運営上必要な事項は、内規に定める。

第 17  条 規約改正 本規約の改正は役員会の議決を経てこれを決する。

第 18  条 所 在  地 本会の所在地は会長宅に置く、また事務全般を事務局長方に置く。

第 19  条 設   立 本会の設立は昭和37年10月14日とする。

付 則

1. 規約施行 平成15年 1月 1日 4. 規約施行 平成29年 6月 11日

2. 規約施行 平成21年 1月 1日 5. 規約施行 平成31年 4月 7日

3. 規約施行 平成27年 6月 7日 6. 規約施行 2023年 3月 25日
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営業時間 平日 9：00～17：30 祝祭日 10：00～17:30

※年末年始 お盆

営業時間変更も有り

お問い合わせ下さい

山形おきたま農業協同組合 飯豊支店

山形県西置賜郡飯豊町大字萩生528

TEL 0238-72-2121 FAX 0238-72-2010

http://www.okitama-yt.ja.or.jp/

山形おきたまＪＡ
おいしい自然いちはやく、四季ある幸せ。

ふるさと宅配便
おきたまの恵まれた自然風土に育まれた

季節の「おいしい」をお届けする通版サイト

https://furusato-okitama.jp/
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    農家レストラン エルベ     

                             

  
  

● 営業時間

★ランチタイム
  11:00~14:30
★ティータイム

  14:30~17:00
   (CLOSE   17:00）          

★定休日
  月曜日(祝日の場合は翌日)

  

〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町萩生3549-1

              ℡0238-86-2828
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お問い合わせは 添川の

（有）銀 波         代表  新野 純一

TEL ０２３８－７４－２１４７

FAX ０２３８－７４－２０３１

e-メール ginnami@beige.plala.or.jp

  写真：白川湖の水没林
  白 川 ダ ム 上 流 の 白 川 湖 は 春 先 よ り 雪 解 け 水 が 流 れ 込 み 満 水 の 時 期 を 迎 え

     る と 新 緑 の シ ロ ヤ ナ ギ が 水 に つ か り ま す 。  ４ 月 中 旬 頃 に 姿 を み せ る 水 没 林

     は 田 植 え が 始 ま る 1 ケ 月 後 に は 一 気 に 放 流 さ れ 姿 を 消 し て し ま い ま す 。 季

     節 的 に 湖 面 に 朝 も や が か か り や す い 時 期 で も あ り 、 条 件 が 揃 え ば よ り 幻 想

     的な表情を見ることができます。

  見ごろ：4月中旬～５月中旬
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  ネットショップ
リニューアル ！

より簡単に、よりお得になりました！

●スマートフォンに対応しました。

●お支払いは簡単なクレジットカード払い。

●会員登録後のお買い物でポイント付与。貯まったポイ

トはネットショップでご利用いただけます。

●複数の配送先にも

笹巻(5月下旬～7月)、みそ餅(11月～2月)

二度蒸しだんご(通年)も販売しておりま

す。

ぜひご利用ください。

右記QRコードまたは

「マルシチ米穀」で検索！

https://marushichi.info

  マルシチ米穀株式会社
〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町萩生3587

ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-07-8807
   TEL：0238-72-2016（代）

創業６３周年                                                 

     環境・水・快適な生活を守り未来へ

      株式会社 佐 藤 管 工 業
    代表取締役会長 佐藤正一 ・ 代表取締役社長 佐藤政美                                                

    〒999-0602山形県西置賜郡飯豊町大字萩生615
    ＴＥＬ （0238）-72-2191  ＦＡＸ （0238）-72-2192

        上下水道・給排水・衛生設備・浄化槽工事

         ボイラー設備 ・ 空調設備 ・ 消雪工事  

       設計・施工・保守管理・＜住宅設備機器販売＞
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山形県西置賜郡飯豊町大字萩生3549-1

     村の鎮守様の若宮八幡宮のそばを野川が流れておりました。

     その下流に井戸を掘ったところ、清水が沸き上がりました。

その水は酒造りによく合う水質で、蔵人は大喜びでおいしいお酒を造りました。

               社名銘柄の由来です

     若 乃 井 酒 造 株 式 会 社
〒999-0601
山形県西置賜郡飯豊町大字中９４７－３
ＴＥＬ ０２３８－７２－２０２０

      いいでいい酒

若乃井酒造のお酒

米

水

熟

  ＨＯＴＥＬＳＬＯＷＶＩＬＬＡＧＥ     TEL.0238-87-1730

【ホテル・スロービレッジ】〒999-0602 山形県西置賜郡飯豊町大字萩生３５４９－１

http://hotel-slow-village.com

                                           東京いいで会のみなさま

飯豊に新しいホテルができました。ぜひ見に来てください!
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〒999-1113

山形県西置賜郡飯豊町大字小白川117

T E L  0 2 3 8 - 7 2 - 2 0 5 4 F A X  0 2 3 8 - 7 2 - 2 9 8 1

★物故者 心からお悔やみ申し上げます

しゃぶしゃぶ用 ステーキ用（一人前）

株 式 会 社 田  中  屋

焼き肉用切り落とし

株式会社国分石材
代表取締役 国分 剛

〒999-0602
山形県西置賜郡飯豊町萩生4536-1   
℡  0238-72-3738 Fax 0238-72-3753  

国分石材ホームページ

http://www.kokubunsekizai.com

2023年度 会員移動状況

(敬称略・順不同にてご芳名）

★新規入会者

編 集 後 記
人の生涯にわたる味覚は５歳までに形成されるら

しい。大人になると、やれフランス料理だ、やれエ

スニック料理だと異国の味にことさら、うるさくな

る人でも年を取ってくると「ふるさと帰り」が始ま

る。つまり幼いころ口にした「おふくろの味」が懐

かしくなってくる。５年ぶりの芋煮会、あの味を再

び堪能できました。会員の皆様「楽健長」への寄稿

もお待ちしております。詳細はP11をご覧ください。

⦿編集担当：中善寺良幸、深瀬忠次、伊藤 茂

・梅津うめ子 (添川) ・ 新野良司 (添川)

・近藤正廣 (高峰) ・ 井上与一 (中津川)

・ 五十嵐勝栄 (小白川) ・ 滝口ヨネ (小白川) 

・ 杉本孝義 (添川) ・ 村田忠一 (添川)

・ 田中政子 (椿)  ・ 手塚みよし (椿)  

・ 鈴木昭作 (中)  ・ 高橋 正 (中)  

・ 長岡完治 (中)  ・ 大村禮子 (黒沢)

・ 山口孝司 (中津川) ・ 井綱二男 (中津川)

・ 酒井 仁 (中津川) ・ 山口民士 (中津川)


